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「みんなのくらちゅう -共に考える地域医療-」　
地域医療をまるごと、1冊にまとめました

プロジェクト

いざというときに、重症患者を断ることのないように
取組の経緯

市民目線でわかりやすくをモットーに
事業の概要と特徴

自分の健康に向き合うことと、医療の機能分化について
理解してもらえるようPR

医療のかかり方を変えていくポイント

　2025年問題を見据え、医療の機能分化の仕組みを市民に知ってもらう必要性を感じ2011年より発行
開始。今年で10冊目となる。
　病状にあった医療機関で治療することが患者の為にもなり、またそれにより、当院（急性期病院）は地域で
求められる新たな救急患者や紹介患者を診る役割を担うことができる。それには自治体、医療側だけが取り組
むのではなく、市民一人ひとりに理解・協力してもらうことが重要と考えた。
　実際に冊子を読み、地域医療連携室までかかりつけ医探しに来られるケースもあり、効果を感じている。

　まずは自分の身体と向き合ってほしい。必要な受診やけんしん（検診・健診）ができているかどうか、「時間がない」や「コロナ禍だから」と受診を控え、症
状が悪化してから医療機関にかかるケースもあるが、その前に未然に防いでほしい。その上で医療機関にかかるときは、上手なかかり方ができるよう地域
医療について知っておく必要がある。かかりつけ医を持つことが基本的なポイントとなる。
　これらのことは、市民一人ひとりに自分ごととして捉え考えてもらうことで、医療のかかり方が変わってくる。
「みんなのくらちゅう」で継続して伝えていきたい。

　医療の機能分化の仕組みを、なるべく専門用語を使わず写真やイラスト・図を多用し
て、わかりやすく、かつ読者に受け入れられやすい表現を追求し、市民目線を大切にしな
がら制作している。
　10年目となる今、冊子媒体だけでなく、ムービーコンテンツ、チラシ・ポスター用に抜
き刷りしたものの配布・掲示、またどなたでも多くの方に見ていただけるようホームペー
ジ上に冊子データの展開を行っている。
　チーム医療を見やすくまとめて伝えることで不安の解消につなげている。
※冊子データ・ムービーコンテンツは上記URL参照

●主な単元●
「けんしん」…検診、健診
「かかりつけ」…かかりつけ医・かかりつけ歯科・かかりつけ薬局
「医療ネットワークを使った連携」…ICT、PHR 
「救急医療」…増える搬送件数、初期～三次救急医療機関
「入院から転院・退院まで」…入退院支援、地域連携パス
「在宅医療」…病院医療と在宅医療、人生会議

公益財団法人  大原記念倉敷中央医療機構

倉敷中央病院  地域医療連携室
受賞者

〒710-8602　岡山県倉敷市美和1-1-1 086-422-5024電話所在地
URL https://www.kchnet.or.jp/community/minkura/

紹介状なし大病院受診時定額負担の周知
～よくわかる 診療所と病院の使い分けガイド～

プロジェクト

医療機関の機能分化を意識した受診行動を広める
取組の経緯

簡単かつ正確に伝える
事業の概要と特徴

理解すれば行動は変わる
医療のかかり方を変えていくポイント

　協会けんぽは、加入者が良質かつ効率的な医療を享受できるよう多様な取組を行っています。
　加入者が良質かつ効率的な医療を享受するためには、医療機関が本来果たすべき役割に注力できる環境を整えることが不可欠であり、そのためには、
加入者に医療機関の機能分化を意識した受診行動（いわゆる「上手な医療のかかり方」）を広めることが重要と考えました。
　その一端として、本取組では、大病院と中小病院・診療所の異なる役割やかかりつけ医の必要性等について、紹介状なし大病院受診時定額負担（以下
「定額負担」という。）の仕組みを交えて説明するリーフレットを作成しました。また、ランディングページを作成し、定額負担の実施が義務付けられている
医療機関（以下「対象病院」という。）の周囲1ｋｍ圏内に所在する方にジオターゲティング広告（位置情報を利用した広告配信）を実施しました。

　ランディングページ上で実施したアンケートでは、以前に定額負担を支
払ったことがある方のうち、82.2％（90人中74人）の方に「身近な中小
病院や診療所を利用したい」、90.0％（90人中81人）の方に「かかりつけ
医をもちたい」とご回答いただき、意識の変化を確認できました。
　医療現場の危機的状況や定額負担が創設された背景等を理解すれば、
国民の医療のかかり方は必ず変わると思います。その一助となるべく、医
療保険者として引き続き周知に取り組んでまいります。

　医療機関の機能分化への理解を深めるためには、簡単かつ正確に伝える
ことが重要と考えました。
　導入部分では、興味を喚起しつつ記憶に残りやすい漫画を使用すること
で、定額負担の仕組みを簡単に説明しました。また、詳細部分では図解や
対話形式を用いて、「軽症の患者が大病院に押し寄せれば、重症患者や救
急医療への対応等が立ち行かなくなること」「紹介・逆紹介の仕組みがある
こと」「かかりつけ医は体調の変化に気付きやすく、早期発見・早期治療に
つながること」等、大病院と中小病院・診療所が互いに連携しながらそれぞ
れの特徴を活かして地域の医療を支えていることを正確に表現しました。
　なお、リーフレットは加入者・事業主に配布したほか、待合室への設置や
患者説明等に使用いただくため、対象病院に希望を確認したところ、約半
数の医療機関からご回答いただき、計7,250部を提供しました。また、ジ
オターゲティング広告では延べ15,000人の方にランディングページを
ご覧いただきました。

全国健康保険協会富山支部
受賞者

〒930-8561　富山県富山市奥田新町８－１　ボルファートとやま６階 ０７６－４３１－６１５６電話所在地

URLE-mail https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/toyamachiiki@kchnet.or.jp
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